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要　　旨

日本の食生活全集編集委員会（1984 ～ 1992e）などの文献および聞き取り調査によって，大正末期から

昭和初期における植物の葉を包装用材料，食器あるいは調理時の下敷きなどに利用するカシワモチやチマキ

などの食物の地域名，利用植物名，材料などの調査を行った．その結果，青森県から沖縄県に至る 45 都府

県よりカシワモチ，チマキなどに関する 512 の情報を得ることができた．これらの情報を一覧表としてま

とめ，伝統的食文化の保存，継続，復活のための基礎資料として報告した．
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はじめに

日本の代表的な年中行事の一つである端午の節句には

カシワモチとチマキが供えられてきた．現在では，あん

入りの円形で扁平なモチをカシワの葉で包んだカシワモ

チとあん無しの細長いモチをササ類の葉で包み，イグサ

で巻き締めたチマキが全国を制覇しているが，かつては

各々の地域ごとに固有の名を持ち，また，モチの形態，

材料，植物の葉なども特異な地域性にあふれたカシワモ

チとチマキが作られていた．

日本の食生活全集編集委員会（1984 ～ 1992e）によ

る日本の食生活全集 46 巻には，大正末期から昭和初期

にかけての市民の食生活が記録されており，その中にカ

シワモチやチマキなどの葉を利用した食物についても多

数の報告がある．これらの文献等をもとに，著者らはカ

シワモチとチマキに関する植生学的研究論文（服部ほか，

2007）をまとめたが，その論文中にはこれらの各地域

の情報を示すことができなかった．葉を利用した食物の

詳細な地域情報は，地域の食文化を理解する上でたいへ

ん重要と考えられる． 

今回，著者らは大正－昭和初期年代における葉をたく

みに用いた食物について，食物の地域名，製法，利用し

た植物名などをまとめ，一覧表を作成した．

すでに，伝統的カシワモチやチマキなどが途絶えた地

域も少なくないが，まだそれらが残されている地域も存

在している．本資料によって，伝統的カシワモチやチマ

キなどの重要性が認識され，それらの保存・継続さらに

は途絶えた地域での復活を期待したい．

調査方法

概要・文献

カシワモチやチマキなどのように植物の葉を包装用材

料，食器あるいは調理時の下敷きなどに利用する食物に

ついて調査を行った．

対象とした年代は各地域に固有の食文化が残されてい



服部 保・南山典子・黒田有寿茂・橋本佳延

―  128 ―

表１　各地域のカシワモチ，チマキなどの食物に利用する植物（葉）の記録
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た大正末期から昭和初期とした．

調査は文献および聞き取りによって行った．文献は

日本の食生活全集編集委員会（1984 ～ 1992e）の日

本の食生活全集の 46 巻を核として，他に南日本新聞社

（2004），谷垣（1973），兵庫県教育委員会文化課（1970，

1972，1974），青野川・黒川水系民俗調査団（1979），

川西市教育委員会社会教育課（1975），赤穂民俗研究

会（1989,1992），斉藤（1995），愛媛県生涯学習セン

ター（2004），滋賀の食事文化研究会（2001），豊能町

史編纂委員会（1987），伊藤（1990），千畑村郷土誌編

纂委員会（1986），仙南村村史編纂委員会（1992），本

荘市（2000），若美町史編さん委員会（1981），井川町

史編纂委員会（1986），八郎潟町史編纂委員会（1977），

大館市史編さん委員会（1981），大雄村史編纂委員会

（2001），秋田市（2003），能代市史編さん委員会（2004），

角館誌編纂委員会（1985），鳥海町史編纂委員会（1985），

阿仁町史編纂委員会（1992），増田町史編纂委員会

（1997），男鹿市史編纂委員会（1995）を使用した．

調査項目は①調査地名，②カシワモチ型，チマキ型，

その他の大区分および葉の利用形態，③食物の地域名，

④食物の種類（モチの種類），⑤利用植物の標準和名，

⑥利用植物の地域名，⑦モチの材料，⑧製作時期・行事

名，⑨その他とした．

調査地名

調査地は文献に基づいて広い地域を示す名称あるいは

市町村名と字名を用いた．従って調査地名の記載方法は

統一できなかった．

カシワモチ型，チマキ型，その他の大区分および葉の利

用形態

植物の葉を包装用材料，食器あるいは調理時の下敷き

などに利用する食物をカシワモチ型，チマキ型，及びご

はん，すしなどのその他の 3 型に大区分した．

カシワモチ型は二つ折りした 1 枚の葉であん入りモ

チの上面・1 側面・下面の 3 方を包む（本資料ではこれ

を，①「はさみつつむ」タイプとした）か，又はあん入

りモチの上下面を 2 枚の葉で包んだ（本資料ではこれを，

②「はさむ」タイプとした）ものとした．カシワモチ型

はあん入りモチを外から一部見えるように葉で包んだも

のといえる．

チマキ型はあん無しモチ全体を何枚かの葉で隈無く包

み，それをイグサ等で巻いて縛った（本資料ではこれを，

③「つつんでしばる」タイプとした）ものとした．チマ

キ型はあん無し団子を外から見えないように全体を葉で

包んだものといえる．

あん入り団子全体をササ類やホオノキの葉で包み，イ

グサで縛るタイプはカシワモチ型に，あん無しモチを 2

枚のササ類の葉で十文字にはさみ包んだタイプのモチ

（完全には包みこまれていない）はチマキ型とした．サ

ルトリイバラなどの一枚の葉の上にモチをのせた（本資

料ではこれを，④「のせる」タイプとした）ものはカシ

ワモチ型に含めた．カシワモチ型，チマキ型の大区分の

名称はカタカナで表記した．

なお，①から④以外の葉の利用形態は，⑤「つつむ」

タイプとし，各々記録した．

食物の地域名

食物の地域名は文献に記載されている名称を漢字とひ

らがなで表記した．

食物の種類

モチの種類については，以下の 4 タイプに区分した．

①蒸した糯米を臼に入れ，杵でついた「餅（もち）」（通

常もちとよばれるものはこれを指す）

②水を加えた糯米粉，米粉，小麦粉，大麦粉などの穀類

の粉を混ぜながらよくこねた後，それを蒸したか，茹で

た「団子（だんご）」（月見団子が代表例，最近のカシワ

モチ，チマキのモチは団子である）

③糯米をササ類やダンチクの葉や竹の皮で隈無く包み，

それをイグサなどで巻いて縛った（「つつんでしばる」

タイプ）後，その包まれた糯米を熱湯で茹でた「茹で飯

（ゆでめし）」

④糯米をササ類の葉などで包んで縛った後にそれを蒸し

た「強飯（こわめし）」

なお，糯米を茹でた食物の一般名がなかったので，本

資料では「茹で飯」と定義した．広い意味のモチはカタ

カナに，杵でついた餅（もち）は漢字とした．

利用植物の標準和名

利用植物の種名が地域名のみで記載されている場合

は，日本植物友の会（1967）の植物方言や文章中の記

載事項・写真を参考に標準和名を推定した．標準和名は

カタカナを使用した．

利用植物の地域名

地域名は文献に記載されているとおりに記録した．地

域名はひらがなを使用した．

調査結果

46 都府県よりカシワモチ型 242 地点，チマキ型 201

（以下 地点を省略），その他 69，合計 512 の植物利用

情報を得た．調査結果は表１に示した．カシワモチ型，

チマキ型と葉の利用形態，食物の種類の関係は図 1 に

示した．
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食物の種類としては，団子（394），茹で飯（38），御

飯（38），餅（19），強飯（5）の順であった．

葉の利用形態としては，「つつんでしばる」（192，こ

のうち 2 重に「つつんでしばる」例は 12），「はさみつ

つむ」（119），「はさむ」（106），「つつむ」（45），「のせる」

（27）の順であった．

利用植物としてサルトリイバラ（131），ササ類（111），

カシワ（61），ヨシ（25），ホオノキ（25），ススキ（20），

ミョウガ（17）、タケ類（15），マコモ（10）などの頻

度が高かった．

植物（葉）の利用例としてカシワ（写真 1），サルト

リイバラ（写真 2），ササ類（写真 3,7,12），ホオノキ（写

真 4），タケ類（写真 5），ミョウガ（写真 6），ヨシ（写

真 13 から 16），ニッケイ（写真 8），バショウ（写真

9），ゲットウ（写真 10），カキノキ（写真 11）を示した．

このうち写真 1，6 は「はさみつつむ」タイプ，写真 2，

8 は「はさむ」タイプ，写真 3，4，5，7，9，10，12

は「つつんでしばる」タイプ，写真 11 は「つつむ」タ

イプである．

2 種類の植物の葉を利用して「つつんでしばる」タイ

プの例として，兵庫県宝塚市西谷のちまきを示した（写

真 13 ～ 16）．

なお，写真に示した食物は 2006 年現在作られている

ものであり，表１の食物の地名等とは必ずしも対応して

いない．
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